
　

先
日
、
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
私
は
一
般
質
問
で
、
文
化
財
保
護
費
の
観
点
か

ら
、「
橘
樹
郡
衙
跡
・
影
向
寺
遺
跡
の
国
史
跡
の
指
定
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
津
区
千
年
に
あ
る
橘
樹
郡
衙
跡
は
、奈
良
平
安
時
代
、

武
蔵
の
国
橘
樹
郡
衙
役
所
跡
で
あ
り
、
も
と
は
川
崎
市
の

市
役
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
古
代
川
崎
の
政
治
と
文
化

の
中
心
地
で
し
た
。
橘
樹
郡
衙
が
所
属
し
て
い
た
武
蔵
の

国
は
、
現
在
の
神
奈
川
県
、
東
京
都
、
埼
玉
県
の
一
都
二

県
に
及
ん
で
い
て
、
橘
樹
郡
衙
跡
と
影
向
寺
が
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
れ
ば
、
武
蔵
の
国
第
一
号
の
国
史
跡
の
郡
衙
と

寺
院
に
な
り
、
名
実
と
も
に
川
崎
市
の
誇
り
と
し
て
全
国

的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
と
っ
て
最
重
要
の
遺
跡
で
あ
る
と
川
崎
市
が
認

め
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
国
史

跡
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
に
橘
樹
郡
衙
の
正
倉
跡
が
保
存
さ
れ
て
市
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
た
ち
ば
な
古
代
の
丘
緑
地
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
は
た
ち
ば
な
古
代
の
丘
緑

地
の
隣
接
地
を
土
地
開
発
公
社
で
先
行
取
得
し
て
、
橘
樹

郡
の
公
的
な
寺
院
と
考
え
ら
れ
え
る
影
向
寺
遺
跡
と
と
も

に
、平
成
26
年
度
内
の
国
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
と
市
が
一

体
と
な
っ
て
文
化
財
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国

か
ら
も
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
手
厚
い
保

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

他
都
市
に
先
駆
け
て
早
期
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
る

た
め
に
、
地
元
住
民
と
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

き
め
細
や
か
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
し
た
。
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樹
郡
衙
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影
向
寺
の
国
史
の
指
定
に
つ
い
て

平
成
26
年
3
月
12
日

東
京
新
聞

青のりカフェ

●歩道が狭く、歩行者・自転車にとって危険！
●町内会で防犯カメラを設置したい！
●往来の多いせまい道路を拡幅して欲しい！
●中学校給食の実現は？　 ●ごみ集積所の問題！
●防災無線の活用のしかた ●待機児童問題
●信号をつけて欲しい！

こんなお話をいただきました

等々、他にも様々なご意見
をいただいております。

（座談会）

各地区で開催中 !

4月10日 久末（蓮花寺) 4月18日 末長

2月27日 千年・千年新町

4月27日 梶ヶ谷

3月31日 久末（めぐみ)地域の現状を知りたい！ 自分
が議員になって知った情報を
みなさんと共有したい！
そんな想いから、誰でも自由
に参加できる青のりカフェを
行っております。初めて参加さ
れる方もお茶を飲みながら１時
間ほどお話してみませんか？
次回予定は事務所までお問い
合わせください
（会費：茶菓子代１００円）

昔は農道だった道です。マンションが建
ち人通りが多くなりましたが、雨の日は
ぬかるみができて歩きにくい道でした。

前回の青のりカフェでいただいたお話の現場



　

平
成
26
年
２
月
18
日
（
火
）
か
ら
３
月
24
日

（
月
）
ま
で
の
会
期
で
「
平
成
26
年
第
１
回
川

崎
市
議
会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年

度
予
算
関
連
議
案
を
含
む
諸
案
件
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、
計
64
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
党
川
崎
市
議
団
は
代
表
質
問
で
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
福
田
市
長
に
公
約
撤
回

を
含
め
た
持
続
可
能
な
市
運
営
を
目
指
す
よ
う

迫
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
質
疑
内
容
を
一
部

抜
粋
し
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成26年

ご 報 告

第１回
川崎市議会定例会
３ 月 議 会

平
成
26
年
３
月
３
日
、
川
崎
市
議
会

第
一
会
派
の
自
民
党
川
崎
市
議
団

は
、
代
表
質
問
初
日
一
番
目
に
、
福
田
市

長
以
下
各
局
長
に
平
成
26
年
度
当
初
予

算
、
諸
議
案
、
並
び
に
市
政
一
般
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
川
崎
市
の
予
算
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
全
会
計
の
予
算
規
模
は
１
兆

３
３
５
９
億
６
０
３
１
万
円
で
、
前
年
度

比
３
９
８
億
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
般

会
計
は
、
歴
代
２
位
と
な
る
６
１
７
１
億

円
。
市
税
収
入
は
、
２
９
２
２
億
円
と
な

り
、
当
初
予
算
と
し
て
過
去
最
大
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
増
の
主
な
要
因
は
人
口
増
に
お
け

る
市
民
税
、
固
定
資
産
税
増
。
法
人
市
民

税
も
増
え
、
合
計
で
43
億
円
増
。
ま
た
、

国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
や
消
費
税
に

よ
る
税
収
増
の
影
響
も
歳
入
増
の
大
き
な

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
民
党
の
代
表
質
問
で
は
、
国
の
政
策

効
果
の
検
証
や
前
市
長
の
改
革
効
果
が
、

現
在
の
好
循
環
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
一
方
、歳
出
に
つ
い
て
は
、

新
市
長
の
待
機
児
童
対
策
や
中
学
校
の
完

全
給
食
の
導
入
な
ど
、
扶
助
費
が
拡
大
す

る
事
業
を
最
優
先
に
し
た
『
福
田
カ
ラ
ー

予
算
』
に
つ
い

て
言
及
。
再
来

年
度
の
収
支
見

通
し
が
マ
イ
ナ

ス
42
億
円
と
な

る
厳
し
い
市
の

財
政
状
況
を
捉

え
、
新
た
な
総

合
計
画
、
財
政

フ
レ
ー
ム
の
整

合
性
、
さ
ら
に

「
市
長
公
約
と

財
源
の
裏
付
け

が
担
保
で
き
て

い
る
の
か
」
な

ど
を
追
及
し
、

公
約
撤
回
を
含

め
、
持
続
可
能

な
市
運
営
を
目

指
す
よ
う
迫
り

ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
財
政

フ
レ
ー
ム
も
、

新
た
な
総
合
計

画
の
中
身
も
示

さ
れ
ず
、
公
約
の
実
現
を
約
束
す
る
だ
け

の
答
弁
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
民
党
川
崎
市
議
団
は
一
致
団

結
し
、
国
と
連
携
し
た
成
長
戦
略
を
推
進

し
、
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
で
き
る
都
市
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
て
32
億
円
の
大
幅
増
の
約

３
６
５
億
円
が
待
機
児
童
対
策
と
し
て
計

上
さ
れ
、
積
極
的
な
財
政
支
出
に
よ
り
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
市
の
意
気
込
み
が

窺
い
知
れ
る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
市
議
団
も
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
社
会
進
出
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

　

市
の
答
弁
で
は
、平
成
27
年
４
月
に
は
、

就
学
前
児
童
が
約
８
万
１
０
０
０
人
と
推

移
し
、
そ
の
内
約
２
万
５
０
０
０
人
が
保

育
所
の
利
用
申
請
者
数
に
な
る
と
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
申
請
数
の
増
に
よ
り
待
機

児
童
問
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
待
機
児
童
の
約

９
割
は
０
歳
か
ら
２

歳
児
で
あ
り
、
４
歳

児
の
認
可
保
育
所
は

６
０
０
人
の
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
就
学
前
児
童

８
万
１
０
０
０
人
へ
は
認
可
保
育
所
、
認

定
保
育
園
、
幼
稚
園
等
の
施
設
を
総
合
的

に
活
用
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

訴
え
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
「
保
育
所
や

幼
稚
園
へ
の
３
歳
以
上
児
の
入
所
状
況
も

踏
ま
え
、
３
歳
未
満
児
を
入
所
対
象
と
す

る
小
規
模
保
育
事
業
等
の
活
用
に
あ
わ

せ
、
３
歳
以
降
か
ら
の
保
育
所
・
幼
稚
園

等
へ
の
効
果
的
な
連
携
の
在
り
方
を
計
画

の
中
で
策
定
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

今
後
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
予
定
し
て

い
る
「
こ
ど
も
子
育
て
、
新
制
度
」
に
於

け
る
「
こ
ど
も
、子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

待
機
児
童
問
題
は
、
新
た
な
需
要
を
喚

起
す
る
こ
と
と
財
政
的
な
負
担
が
大
き
い

一
面
も
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

ど
の
よ
う
な
行
政
支
援
が
重
要
な
の
か
を

見
極
め
、
真
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

方
々
に
行
政
の
手
が
届
く
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

平成26年(2014年) 5月1日 〈1〉

昭和52年8月26日生まれ青木 のりお
●川崎めぐみ幼稚園、洗足学園小、サレジオ学院中高､
産業能率大卒業、英国ボーンマス大学院Dip取得
●㈱総商取締役を経て29才で川崎市議会初当選､
現在2期目2期連続トップ当選
●健康福祉副委員長、まちづくり委員長歴任
●現在、自民党川崎市連青年局副局長､
川崎市幼稚園父母の会連合会会長、高津消防団員
●祖母、両親、妻、長男、次男の7人家族

（当初予算）アベノミクス効果で市税収入過去最大

成長戦略を推進し持続可能な財政運営を!
認
可
保
育
所
、認
定
保
育
園
、幼
稚
園
等
を
総
合
的
に
活
用

　あの東日本大震災か
ら早３年の月日が経過
しました。復興、復旧に向けた懸命な取り組み
が進められる一方で、時の経過と共に震災の記
憶が風化されることが懸念されます。あの時の
命を賭した消防団員の方々の姿がいかに尊いも
のであったか、ということを忘れてはなりません。
　川崎市の消防団員の皆様も同様の思いで日々
の活動に熱心に取り組まれているものと敬意を
表します。消防団員の皆様は郷土愛の精神や、
地域を守るという高い志のもとで励まれています
ので、待遇云々ではないという考えもありますが、
取り組みに対して感謝の表し方として“報酬”と
いう形を取ることは必要であると考えます。
　自民党川崎市議団は、これまでも「消防団員
の待遇の充実」に向けて積極的に取り組んでま
いりましたが、この度、今までの「災害の防除に
従事した場合」に加えて、「訓練に従事した場合」
にも市長が認めるときは３,５００円以内を加給
することが出来るようになりました。具体的に
は、市が主催する防災訓練や水防訓練、操法大
会、出初式に従事した場合に支給されることに
なります。加えて、退団時の退職報償金につい
ても、勤続年数や階級に応じ支給額は異なりま
すが、５万円程度増額されることになります。
　今後も住み慣れた地域を守るため、消防団員
の皆様の活動を応援し、更なる待遇の充実に向
けて取り組んでまいります。

しました。復興、復旧に向けた懸命な取り組み


